























































































































































































































































































































































































































ティの確立 27.651534230.0男女内 1544313.8合 計
3.41?120.951120.9男女間アイデンティ





































































































私的自 意 識公的自 意 識自 尊 感 情アイデンティテ ィ の 基 礎
アイデンティ







標 準 偏 回 帰 係 数 β
自由度調整済
Ｒ 自 乗重相関係数Ｒ従 属 変 数
0.34???-0.130.29?-0.05-0.040.1210.387???楽 し さ
0.30??-0.050.160.000.020.0780.329??課 題 志 向
0.25??0.040.07-0.100.090.0640.307?自 己 志 向
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本論文は、菅の指導のもとで杉山が作成した卒業業績の一部
を再構成したものである。
参考資料
【内発的－外発的動機づけ尺度】
イ．大学で教えてくれることだけ、勉強すればよいと
思う。
ロ．いろいろなことを、進んで勉強したいと思う。
イ．自分がやりたいので、勉強する。
ロ．周囲の人に、「やりなさい」といわれるので、勉強
する。
イ．問題が難しいと、すぐ誰かに教えてもらおうとする。
ロ．問題が難しくても自分の力でできるところまで
は、やってみようとする。
イ．好きなことが学べるので、勉強する。
ロ．良い成績をとるために、勉強する。
イ．必ずできる、易しい問題のほうが好きだ。
ロ．頭を使う、難しい問題のほうが好きだ。
イ．授業は、楽しい。
ロ．授業は、楽しくない。
イ．できるだけ多くのことを、勉強したいと思う。
ロ．大学で教わる勉強だけしていればよいと思う。
イ．「やりなさい」といわれるので、問題集や演習問題
をする。
ロ．いろいろな問題のとき方が知りたいので、問題集
や演習問題をする。
イ．答えが間違っていたとき、自分の力で正しい答え
を出そうとする。
ロ．答えを間違ったとき、すぐ正しい答えを誰かにき
こうとする。
イ．良い点をとるために、勉強する。
ロ．楽しいから、勉強する。
イ．難しい問題は、解けたときとても嬉しいので、好きだ。
ロ．難しい問題をやるのは、嫌いだ。
イ．大学の勉強は、楽しくない。
ロ．大学の勉強は、楽しいと思う。
イ．マンガ以外の本は、あまり読みたいと思わない。
ロ．いろいろな本を、読みたいと思う。
イ．提出課題は、誰かにいわれなくても、進んでやる。
ロ．誰かに、「やりなさい」といわれるので、提出課題
をする。
イ．問題が解けないと、すぐ誰かにきく。
ロ．問題が難しくても、自分の力で解こうと頑張る。
イ．誰かに、ほめられたいから勉強するのではない。
ロ．誰かに、ほめられたいので、勉強する。
イ．答えが、簡単に出せる問題のほうが好きだ。
ロ．答えを出すのが、難しい問題のほうが好きだ。
イ．難しい問題が解けると、とても嬉しくなる。
ロ．難しい問題が解けても、嬉しいとは思わない。
イ．授業でいわれた課題だけでなく、おもしろいと思
うことは勉強する。
ロ．授業でいわれた課題しかしない。
イ．誰かに言われるまでは、勉強する気になれない。
ロ．誰かに言われなくても、勉強する気になる。
イ．問題の解き方は、自分で考える。
ロ．誰かに、問題の解き方を教えてもらう。
イ．他人よりも良い成績をとりたいので、勉強する。
ロ．好きだから、勉強する。
イ．今までより難しい問題をやるほうが好きだ。
ロ．今までより易しい問題をやるほうが好きだ。
イ．家に帰るとき、１日たのしく勉強できたと思える
日は、ほとんどない。
ロ．家に帰るとき、１日たのしく勉強できたと思える
日が多い。
イ．とくに、たくさんのことを知りたいとは思わない。
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ロ．いつでも、できるだけたくさんのことを知りたい
と思う。
イ．誰かに言われる前に、自分から勉強する。
ロ．誰かに言われて、仕方なく勉強することが多い。
イ．問題が難しいと、すぐ誰かにきこうとする。
ロ．問題が難しくても、自分で解こうとする。
イ．おもしろいので、勉強する。
ロ．誰かに叱られたくないので、勉強する。
イ．２つの問題のうち、どちらかを選ぶのなら、簡単
な方にする。
ロ．２つの問題のうち、どちらかを選ぶのなら、難し
い方にする。
イ．新しいことを勉強するのは、とても楽しい。
ロ．新しいことを勉強しても、楽しくない。
注：下線部は、本研究で大学生向けにオリジナルから変更した
部分を示している。ただし、平仮名から漢字への単純な書き
換えは含まない。また、学習目標志向測度についても同様の
変更を行っているが、紙面の都合で掲載は省略した。
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